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写真で見る軌跡 -2012- アルゼンチン大会への道 

日本地質学会 地学オリンピック支援委員会 

（写真提供：NPO法人地学オリンピック日本委員会） 

 

第４回日本地学オリンピック 本選 –グランプリ地球にわくわく- 3 月 25‐27 日：茨城県つくば市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◆本選には 30名の高校生が参加し、２泊３日で実施された。各日の主な活動内容は以下の通り。 

    １日目：産業技術総合研究所地質標本館にて開式①・見学、とっぷ・レクチャー②・③、 

外国人講師との懇談会④・⑤ 

     ２日目：筑波大学にて試験⑥・⑦、防災科学研究所・環境研究所見学、OB・OG との交流会 

     ３日目：気象研究所見学、つくばエキスポセンターにて表彰式⑨ 

   ◆詳細は、NPO法人地学オリンピック日本委員会の HP（http://jeso.jp/）にて。 

① 開式 ② とっぷ・レクチャー ③ とっぷ・レクチャー配信 

④ 外国人講師との懇談会 ⑤ 懇談会後の記念撮影 ⑥ 地質分野の標本鑑定試験 

⑦ 天文分野の試験 ⑧ 研究所見学 ⑨ 表彰式 
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６月英語合宿研修   ６月 2‐3 日：茨城県つくば市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◆今回が初めての企画で、２日間の研修が実施された。各日の主な活動内容は以下の通り。 

1 日目：英語特訓①、英語巡検②・③、英語立食パーティー④（午後は外国人講師３名が同行） 

２日目：天体望遠鏡操作実習⑤、英語気象学講義⑥ 

 

８月合宿研修   ８月 20‐22 日：神奈川県立生命の星・地球博物館 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          ◆３日間の日程で、アルゼンチン大会日本代表４名への研修を実施。 

                            １日目：東京学芸大学附属高校にて① 

                            ２日目：神奈川県立生命の星・地球博物館見学②、神奈川県立 

                                  温泉地学研究所見学、海洋学講義、岩石・鉱物観察実習③ 

                            ３日目：地質図学研修④、火山学講義、化石標本観察実習 

① 英語特訓 ② 英語巡検 in上高津貝塚 ③ 英語巡検 in筑波山 

④ 英語立食パーティー ⑤ 天体望遠鏡操作実習 ⑥ 英語気象学講義 

① ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑで南米の星空観察 ② 神奈川県立生命の星・地球博物館 

齋藤館長からの激励 

④ 地質ジオラマを用いた地質図学研修 

③ 岩石標本・薄片の偏光顕微鏡観察 

※ 神奈川県立生命の星・地球博物館での研修は一般来館者にも公開。 



3 

 

第６回国際地学オリンピック アルゼンチン大会 10 月 8‐13 日：ブエノスアイレス州オラバリア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ブエノスアイレスから約 350 ㎞

南西オラバリアへバスで移動 

② 滞在ホテル到着後、早速勉強

を開始した日本代表４名 

③ 大会実行委員長     

（写真左端）の挨拶 

④ 国旗入場 ⑤ 開会式後に記念撮影 ⑥ 他の参加チームとの交流開始 

⑦ 国際協力野外調査(ITFI) ⑧ 日本の地質の紹介ポスター ⑨ 参加国・地域の地質図展示 

⑩ 筆記試験後の visit ⑪ ストロマトライト化石産地見学 ⑫ 実技試験後の visit 

⑬ ITFI 発表準備風景 ⑭ ITFI 発表風景 ⑮ PC 操作を行う島本選手 
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第６回国際地学オリンピック アルゼンチン大会 10 月 8‐13 日：ブエノスアイレス州オラバリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◆ 第６回国際地学オリンピック（IESO）は、2012 年 10 月８日～13日の５泊６日で行われた。 

    17 か国・地域から 66 名の生徒が参加し、日本選手４名全員がメダルを獲得。 

大会日程は以下の通り。 

      １日目：開会式、歓迎昼食会、動物園見学 

      ２日目：国際協力野外調査（ITFI）、地質図・地質紹介ポスター展示会 

      ３日目：筆記試験、ストロマトライト化石産地見学 

      ４日目：実技試験、花崗岩採石場見学 

      ５日目：ITFI 発表会 

      ６日目：表彰式、さよなら夕食会、オラバリアからブエノスアイレスへ向けて移動 

     大会や結果の詳細は地学オリンピック日本委員会 HP、http://jeso.jp/2012/10/13/argen/に掲載。 

 

  -2013- インド大会への道 

   ◆ 2012 年 12 月 16 日      ：第５回日本地学オリンピック予選 

   ◆ 2013 年  3 月 24 日～26日：第５回日本地学オリンピック本選（茨城県つくば市にて開催予定） 

   ◆ 2013 年  5 月 11 日～12日：代表最終選抜（茨城県つくば市にて開催予定） 

   ◆ 2013 年  9 月 11 日～19日：第７回国際地学オリンピック（インドの Mysore で開催予定） 

⑲ 授賞式後、アルゼンチンの女

性研究者による基調講演 

⑳ 閉会式後、参加者全員での

記念撮影 

⑯ ITFI Best cooperation 賞 

（左から３番目が島本選手） 

⑰ ITFI Best Presentation 賞 

（右端が中里選手） 

⑱ 授賞式後の日本選手（左から

松尾・丸山・中里・島本各選手） 

http://jeso.jp/2012/10/13/argen/

